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10
月
15
日
午
前
10
時
35
分
ご
ろ
、
三
原
市
深
町
で
大
規
模
な
山
火

事
が
発
生
し
ま
し
た
。
三
原
市
消
防
本
部
と
と
も
に
三
原
方
面
隊
が
消

火
に
あ
た
り
ま
し
た
が
、
火
勢
は
増
し
延
焼
。
13
時
28
分
火
勢
延
焼
阻

止
の
た
め
三
原
市
消
防
団
員
の
全
員
召
集
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。
消

防
隊
員
、
消
防
団
員
、
近
隣
各
県
か
ら
の
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が

出
動
し
消
火
活
動
に
あ
っ
た
っ
た
も
の
の
、
日
没
の
た
め
山
中
で
の

消
火
活
動
を
中
断
せ
ざ
る
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

夜
の
空
を
真
っ
赤
に
そ
め
る
火
に
、
不
安
で
眠
れ
ぬ
住
民
の
姿
が

度
々
見
受
け
ら
れ
、
そ
の
そ
ば
で
は
家
屋
に
迫
り
来
る
火
を
防
ぐ
た
め
、

不
眠
不
休
で
消
火
活
動
に
あ
た
る
消
防
団
員
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

夜
空
が
白
み
か
け
た
午
前
６
時
か
ら
、
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
も

加
わ
っ
て
の
消
火
活
動
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

消
火
に
当
た
る
団
員
の
顔
も
疲
労
困
ぱ
い
を
呈
し
、
消
防
団
員
の
志

に
支
え
ら
れ
て
の
消
火
活
動
。

こ
の
度
の
火
災
は
、
火
災
発
生
か
ら
２
日
後
の
10
月
17
日
午
後
１

時
、
43
・
75
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
焼
失
し
て
鎮
火
し
ま
し
た
。
こ
の
度
の
大

規
模
火
災
に
動
員
し
た
消
防
団
員
は
６
６
９
人
。
三
原
市
消
防
団
の

保
道
勝
団
長
は
「
民
家
等
へ
の
延
焼
を
許
さ
ず
被
害
を
最
小
限
に
留

め
る
こ
と
が
で
き
て
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
火
の
取
扱
に
つ
い
て
は

十
分
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
を
残
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
火
の
取
扱
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
団
員
全
員
召
集

懸
命
の
消
火
活
動



４
月
22
日
（
日
）
三
原
市
消
防

本
部
で
、
新
し
く
消
防
団
に
入

団
し
た
団
員
を
対
象
と
し
た
三

原
市
消
防
団
入
団
式
と
研
修
会

が
行
わ
れ
、
32
名
の
新
入
団
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

真
新
し
い
活
動
服
に
身
を
包

み
、
や
や
緊
張
し
た
面
持
ち
で

参
加
し
た
団
員
は
、
三
原
市
消

防
団
団
長
（
保
道
　
勝
）
か
ら

の
訓
示
、
三
原
市
消
防
本
部
消

防
長
（
中
本
一
郎
）
か
ら
の
祝

辞
を
受
け
た
後
、
新
入
団
員
を

代
表
し
て
東
部
分
団
の
大
坪
俊

彦
団
員
が
「
安
全
で
安
心
な
ま
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と
　
　
き

平
成
24
年
４
月
22
日（
日
）
９
時
〜
12
時

場
　
　
所

三
原
市
消
防
本
部

参
加
人
員

32
名
　
　
　
対
象
者
　
44
名
　
　
　

ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
」
と
決
意

表
明
を
し
ま
し
た
。

式
典
後
は
場
所
を
、
消
防
本
部

署
庭
に
移
し
、敬
礼
の
動
作
や
基
本

姿
勢
の
礼
式
訓
練
を
、
先
輩
団
員

の
指
導
を
受
け
実
施
し
ま
し
た
。

三
原
市
消
防
団
総
勢
１
３
４
４

人
の
一
員
と
し
て
、
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

６
月
１
日
三
原
市
消
防
本
部

で
、
三
原
市
消
防
団
第
１
回
分

団
長
会
議
が
行
わ
れ
、
副
市
長

を
は
じ
め
市
内
の
全
消
防
団
分

団
長
30
名
と
消
防
関
係
者
が
集

ま
り
ま
し
た
。
会
議
の
冒
頭
副

市
長
か
ら
、
消
防
庁
長
官
表
彰

の
伝
達
が
行
わ
れ
、
５
人
の
受

章
者
に
賞
状
と
記
念
品
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
副
市
長
は
挨
拶

の
中
で
「
大
規
模
災
害
は
い
つ
ど

こ
で
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

日
頃
の
訓
練
の
精
進
と
災
害
発
生

時
の
迅
速
な
対
応
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
述
べ
ら
れ
、
参
加
者
は
心

に
強
く
刻
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
年
間
事
業
計
画
に
つ

い
て
活
発
な
討
議
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

梅
雨
を
前
に
し
た
６
月
17
日

（
日
）
、
沼
田
川
河
川
防
災
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
水
防
訓
練

が
行
わ
れ
、
消
防
団
員
や
消
防

関
係
者
約
１
５
０
人
余
り
が
参

加
し
ま
し
た
。

水
防
活
動
に
必
要
な
知
識
と

作
業
、
資
機
材
管
理
の
徹
底
を

目
的
と
し
た
こ
の
度
の
訓
練
で

は
、
最
初
に
土
の
う
の
作
り
方

に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
あ
ふ
れ

出
る
水
を
堰
き
止
め
る
「
改
良

積
み
土
の
う
工
法
」
や
、
土
砂

崩
れ
現
場
で
の
「
シ
ー
ト
張
り

工
法
」
、
河
川
堤
防
決
壊
で
の

「
木
流
し
工
法
」
に
つ
い
て
、
消

防
職
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

学
び
ま
し
た
。

今
後
の

水
防
活
動

で
の
迅
速

適
切
な
対

応
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

平
成
24
年
度

三
原
市
消
防
団
入
団
式
及
び
研
修
会

と
　
き

平
成
24
年
６
月
１
日（
金
）
15
時
〜
17
時

場
　
所

三
原
市
消
防
本
部

参
加
者

54
名

平
成
24
年
度

三
原
市
消
防
団
第
１
回
分
団
長
会
議

と
　
き

平
成
24
年
６
月
17
日
（
日
）
９
時
〜
12
時

場
　
所

沼
田
川
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

参
加
者

１
４
９
名

平
成
24
年
度
　
水
防
訓
練
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消
防
活
動
の
基
本
は
、
良
く

整
備
さ
れ
た
機
械
器
具
と
良
く

訓
練
さ
れ
た
団
員
で
あ
る
こ
と

で
す
。
７
月
１
日
（
日
）
分
団
全

て
の
車
両
と
小
型
動
力
ポ
ン
プ

の
特
別
点
検
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
方
面
隊
長
の
指
揮
の
も
と

全
車
両
一
斉
に
点
検
が
開
始
さ

れ
、
赤
色
灯
を
は
じ
め
マ
イ
ク

が
正
常
に
作
動
す
る
か
な
ど
の

点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
に
つ
い

て
１
台
ご
と
に
始
動
状
況
、
整

備
状
況
に
つ
い
て
点
検
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
無
く
、
普

段
の
整
備
の
正
確
さ
が
再
認
識
さ

れ
ま
し
た
。

団
員
の
親
睦
と
よ
り
一
層
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
的

と
し
た
三
原
市
消
防
団
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
分
団
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
選

手
15
名
が
参
加
し
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

Ａ
グ
ル
ー
プ

優
　
勝
　
小
泉
分
団

準
優
勝
　
須
波
分
団

３
　
位
　
沼
田
西
分
団
・
糸
崎

分
団

Ｂ
グ
ル
ー
プ

優
　
勝
　
本
郷
分
団

準
優
勝
　
長
谷
分
団

３
　
位
　
羽
和
泉
分
団
・
田

野
浦
分
団

各
種
災
害
を
想
定
し
た
競
技

を
行
い
、
防
火
防
災
意
識
の
啓

発
と
各
消
防
団
の
連
携
強
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
平

成
24
年
度
広
島
県
消
防
防
災
競

技
大
会
」
が
安
芸
太
田
町
に
お

い
て
行
わ
れ
、
県
内
全
消
防
団

か
ら
80
名
が
参
加
し
、
６
ブ
ロ

ッ
ク
対
抗
で
争
わ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
担
架
搬
送
リ
レ
ー
や

水
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
、
ロ
ー
プ
結

索
、
応
急
手
当
な
ど
の
消
防
活

動
に
関
係
し
た
競
技
で
争
わ
れ
、

白
熱
し
た
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
様
な
大
会
は
、
全
国
で

も
珍
し
く
今
後
も
継
続
し
て
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

と
　
き

平
成
24
年
９
月
29
日
（
土
）
９
時
30
分
〜
15
時

場
　
所

安
芸
太
田
町
　
深
入
山
グ
リ
ー
ン
シ
ャ
ワ
ー

参
加
者

80
名
（
三
原
市
消
防
団
か
ら
は
16
名
）

平
成
24
年
度

広
島
県
消
防
防
災
競
技
大
会

と
　
き

平
成
24
年
７
月
１
日（
日
）
９
時
〜
14
時
30
分

場
　
所

沼
田
川
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
他

参
加
者

各
分
団
団
員

機
械
器
具
特
別
点
検

と
　
き

平
成
24
年
８
月
５
日（
日
）
８
時
〜
14
時
30
分

場
　
所

三
菱
和
田
沖
グ
ラ
ン
ド

参
加
者

４
７
０
名

三
原
市
消
防
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
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消
防
団
配
備
の
小
型
動
力
ポ

ン
プ
積
載
車
３
台
を
更
新
し
、

平
成
24
年
10
月
18
日
、
三
原
市

消
防
本
部
で
就
役
式
を
行
い
ま

し
た
。

更
新
し
た
車
両
の
配
備
分
団

は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

大
和
東
分
団

（
上
徳
良
屯
所
）

大
和
南
分
団

（
平
坂
屯
所
）

羽
和
泉
分
団

（
泉
屯
所
）

三原市内の火災発生状況

種別 24年 23年 増減
建物 22 11 ＋11
林野 5 10 - 5
車両 10 7 ＋3
船舶 0 1 -1
その他 17 22 - 5
合計 54 51 ＋3

１月～10月

こ
の
度
三
原
市
消
防
団
に
入
団

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
決
意
表

明
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
た

い
へ
ん
光
栄
に
感
じ
て
お
り
ま

す
。我

々
は
特
別
職
の
地
方
公
務
員

で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
持
ち
、
か

つ
、
三
原
市
民
の
血
税
に
よ
っ
て

活
動
が
賄
わ
れ
て
い
る
と
い
う
認

識
の
も
と
に
、
行
動
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
肝
に
銘
じ
ま
し
た
。

決
意
表
明
で
も
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
よ
う
に
、
相
互
敬
愛
し
、

安
全
で
安
心
な
街
づ
く
り
の
推
進

に
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曾
有

の
災
害
に
お
い
て
、
消
防
団
の
必

要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
三
原
市
で
も
、
災
害
が

起
き
な
い
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

常
に
災
害
は
起
こ
る
も
の
と
い
う

認
識
の
も
と
、
警
戒
心
の
喚
起
に

努
め
る
こ
と
も
重
要
な
責
務
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
然
災
害
以
外
の
身
近

に
存
在
す
る
危
険
に
対
処
で
き
る

よ
う
、
私
の
技
能
を
生
か
し
、
救

急
法
の
訴
求
に
も
努
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
震
災
を

さ
か
い
に
、
蘇
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
催
実
績
は
非
常
に
高
ま
っ
て
お

り
ま
す
。
一
般
市
民
レ
ベ
ル
の
フ

ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
に
対
す
る
知

識
・
認
識
が
高
ま
れ
ば
、
救
命
率

や
蘇
生
率
が
飛
躍
的
に
上
が
る
だ

け
で
な
く
、
事
故
防
止
の
啓
発
に

つ
な
が
り
ま
す
。
是
非
各
分
団
で

も
、
救
急
法
に
関
し
て
再
認
識
し

て
み
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま

す
。私

事
、
発
災
直
後
か
ら
継
続
的

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
も
し
活
動
に
対
し

て
ご
理
解
い
た
だ
け
る
の
で
は
あ

れ
ば
、
団
本
部
な
ら
び
に
各
分
団

か
ら
の
ご
支
援
を
賜
れ
ば
望
外
の

喜
び
で
ご
ざ
い
ま
す
。

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た

皆
様
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と

と
も
に
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い

復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

三
原
市
消
防
団
入
団
に
あ
た
っ
て

深
町
林
野
火
災
消
火
活
動
状
況

東
部
分
団

大
坪
　
俊
彦

各分団中継しての放水 山中への消火活動

山林の中を延長したホースライン指揮のとれた放水ライン 山へ分け入っての消火活動

小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
を
更
新

就役式で整列した分団員 更新された積載車
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